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資　料

バ イオ フ ィ
ー ドバ ッ ク情報の 不安制御 に 及 ぼ す効果

不安症状 を持 つ 被験者 を対象 に して
一

生 　月 誠
1

EFFECTS 　OF 　B】OFEEDBACK 　INFORMATION 　ON 　ANXIETY 　CONTROL

　　　
− Dealing　with 　sublects 　comp ヨainning 　of　anxiety 　symptoms − 一

Makoto 　IKEZUKI

　　 The 　present 　study 　aimcd 　at 　elucidating 　the　mechan ｛sm 　of 　feedback　information　for
anxiety 　reduction 　when 　a　subject 　with 　anx 三ety 　disorders　was 　given 　a　task 　requiring 　the
reduction 　 of 　SCL・i．e，　 an 　 anxiety 　 reductlon 　task −−while 　exposed 　 tG　SCL 　feedback
information，　 The　study 　showed 　that　feedback　information　worked 　as　an 　anxiety

arQusing 　stimulus 　for　a　subject 　complaining 　of　anxiety 　symptoms ；but　when 　exposed

to　anx 三ety 　reducillg 　stratagies ，　the　arousa 三〇f　the　subject
：

s　anxiety 　weakened ．　It　was
also 　found　that　feedback　 informations　worked 　in　two　ways ；   as 　an 　anxiety

arousing 　stimulus 　by　the　cognition 　that　this　particular　information　was 　the　infomlatlon
concerning 　anxiety ，　and   either 　as 　an 　anxiety 　arousal 　stimulus 　or 　all　anxiety

reducing 　stimulus 　dependirlg　o 目 the　content 　of　information 　implied　in　the　feedback．

　　Key 　words ： anx ｛eLy 　 disorder，　 SCL ，　 feedback　 information，　 anxiety 　 reduction ，
anxiety 　aroUSing 　Stimulus ．

　 SCL （skin 　cunductance 　level．皮陶 電気伝 導度 水準） が，

GSR の 1 つ として 心理 的状態を 反映す る こ と は ， 先行

研究に よ っ て 明 らか に され て い る 。

一・
谷 ・古賀 （1975）

は，SCL と MAS （顕在 性不安 尺 度）と の 関連 に つ い て 実

験 的 な研究 を 行 い
， 両者 の 間 に 相 関 は ない が

，
MAS の

質問項目の 中 で，自律 的不安定性の 項 目だ けを取 り出

して 不安得点 とす る と ， SCL との 間 に 相 関 が あ る こ と

を示 した 。 ま た ， SCL が 情動 安定性の変化や瞬時的興

奮に対する安定 か つ 鋭敏 な指標 に な り得る こ と が，先

行研 究に よ っ て 示 さ れ て い る 〔原野 ，19？7；生 月 ・原 野 ・山

1．1，1986 ）。 ま た ， 神経症 者 で 不安 ・恐怖を主訴 とす る も

の は ，健 常者 と 比 べ て ， SCL の値が 高い と い う先行研

究 もあ る （生 月 ・原野 ・山LI11987）。

　 ま た ，Claridge（1978）は ，
　 SCL を覚醒水準の指標 と

L
東 京心理相 談 セ ン タ

ー （Tokyo 　Psy⊂hology　and 　Counse ］ing

　Service　Cente了）

して と らえ ， 「2 つ の フ ラ ッ シ ュ の識別」と い っ た 知覚

の 尺度 に ，SCL が 系統的に 関係 し て い る こ とを示 し

た。Birchall＆ Clalidge（1979） は ， や は り SCL を覚

醒水準の指標 と し て と らえ， SCL が ，
　 VEP （visuaTevo ．

ked 　potential） と系統的に関係 し て い る こ とを示 した 。

生 月 ・原野 ・山口 （1985｝ は．SCL は ， 負荷電圧 が 0．6

v 〜 2．8v の 範囲内 で ，
　SCL は 負荷電圧 に あま り影響 を

受 けず，また外的 ・内的な刺激 に 対 して，鋭敏 に 反応

し， 緩徐に変化す る こ と を示 した 。

　次 に ， SCL が フ ィ
ードバ ッ ク情報 と し て 提示 する場

合の 効果 を検討 す る 。
バ イ オ フ ィ

ー
ドバ ッ ク の 訓練に

お い て ， 多 くの被験 者 は，生理的活動 を制御す る 認知

的 ス トラ テ ィ ジ を見 つ けだす （Bandura ，1977）。つ ま り，

こ の 場 合 ，
フ ィ

ードバ ッ ク情報 は ， 自己制御の た め の

源泉と し て機能す る。

一・
方 ， 不安症状を持 つ 被験者の

場 合，distractiOn （気 を紛 らわ す こ と 〕が 不 安軽減 に有効

で あ る こ と を 示 し た 先行研 究が あ る （Wostratzky ，　Br。un
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＆ Rath　1988；Allen，　Danforth，　Jeffrey＆ Drabmman ，1989，生

月，1993）。SCL フ ィ
ー ドバ ッ ク情報 を被験者が 不安 の

指標 と認知 し て い れ ば ， 情報 フ ィ
ー ドバ ッ ク は dis−

traction を妨げる結果 と な り，不安 を喚起す る要因 と

な る可能性が ある 。 以上 の こ と か ら， 不安 症状を持 つ

被験者 が 不安軽減課題 に 直面 し た 場合，SCL 情報が 不

安制御の 源泉と な っ て ， 不安軽減 促進 要因 と して 働 く

の か ，そ れ と も，不安軽減要因 と し て の distraction効

果 を妨げ る こ と に よ っ て ， 不安喚起 要 因 とな る の か ，

それ を規定す る条件は何か に っ い て は ， ま だ十分に は

解 明 さ れ て い な い 。不安症状 を持 つ 者が 不安軽減 の 課

題 を遂行す る過程 に tsけ る ，
　SCL フ ィ

ードバ ッ ク情報

の 不安軽減 に 及 ぼ す効果 を解明す る の が ，本研究 の 目

的で あ る 。

　 こ こ で ，不安制御の た め の ス トラ テ ィ ジ に つ い て 考

え て み る 。 不安症状を持 つ 被験 者 の 場合 ， 現段階 で は ，

不安を制御す る効果的な ス ト ラ テ ィ ジを持ち合わ せ て

い な い と思 わ れ る。そ の ような状況 に お け る場合 と，

い くつ か の 不安制御の ス ト ラ テ ィ ジを提示 し て ， 被験

者自身が それ らを活用 す る こ と に よ っ て ，不安制御 の

ス ト ラ テ ィ ジ を ある程度確認で き た場合 と で ，
フ d 一

ドバ ッ ク情報 の 不 安制御 に 及 ぼ す効果 に は ど の よ うな

違 い が ある で あろ うか
。 不安制御 の 効果的な ス ト ラ

テ ィ ジ を持ち合わ せ て い る場合 ， SCL フ ィ
ードバ ッ ク

情報 は ，それ を採用 し た 結果 よ り，各 ス ト ラ テ ィ ジ の

重 み づ け や 複数の ス ト ラ テ ィ ジ の種々 の組み合わ せ の

効果 な どの 認知 に よ り，自己制御 の た め の 源泉 と し て

機能す る と 考 えられ る
。

し か し
，

ス トラ テ ィ ジ を持 ち

合わ せ て い な い 場合 に は，SCL フ t 一 ドバ ッ ク情報

は
，

そ れ を不安制 御 の 源泉 と し て 活用 で き る で あ ろ う

か 。 自分が不 安 な状態 に な っ て い るあ るい は ， 不 安軽

減課題 が遂行で き て い な い と い う情報が与 え られ る だ

け で あ り， 不安 か らの dlstractionを妨害 す るだ け で は

な い だ ろ うか 。 実験 1で は ， 不安 制御の ス トラ テ ィ ジ

を持 ち合わ せ て い る場 合 と な い 場 合 と で ，SCL フ ィ
ー

ドバ ッ ク情報 の 不安制御 に 及 ぼす効果 に ど の よ うな違

い が あ る の か を解明 す る こ と を 目的 と し た 。

実験 1

　不安 制御 のた め の 体系的方 法 と して t 自律 訓練 法

（Schultz，1932 ），漸 進 的筋 弛緩 法 （Jac。bs・ n，1939〕，自己

弛緩訓練法 （原 野，1977 ；原 野，198？）， 瞑想 ， 座 禅 な ど種 々

の もの が 提唱 さ れ て い る。こ れ ら の 方法で は，種々 の

不安制御 の た め の ス トラ テ ィ ジ が 利用 さ れ て い る が
，

本研究で は ， そ の 中で ， 腕や 足 の 重感や 温感に対す る

受動 的注意集中，重 感，温感 に 関す る自己暗示，呼 吸

の 調整を採用 し た 。

　不安症状を持 つ 被験者 は，不安制御の た め の 効果 的

な ス トラ テ ィ ジ を持 ち 合わ せ て い な い た め に ， SCL

フ ィ
ー

ドバ ッ ク情報 を効果 的 に 活用 で きな い こ とが 予

想さ れ る 。 し か も，フ ィ
ードバ ッ ク さ れ る情報の 内容

は ， SCL 減 少課題 が達成 で きな い
，

っ ま り不 安 を効果

的に制御で きな い と い う もの で あ る た め に ，不安か ら

の distractionが で き に くくな り，そ の 結 果 ，
フ ィ

ー
ド

バ ッ ク情報は 不安 喚起刺激 と な る こ とが予想 さ れ る 。

し か し，不安 制御 の ス トラ テ ィ ジ を 獲得す れ ば，SCL

フ ィ
ー ドバ ッ ク情報 は不安 制御 の 源 泉 として 働 き ， 不

安軽減を促進 さ せ る こ と が 予 想 さ れ る 。

　実験 に 先立ち，次 の 仮 説 を立 て た 。

仮説 1 ：不 安症状 を持 つ 被験者が不 安制御 の た め の ス

トラテ ィ ジ を提示 されれ ば，SCL 減少課題 の 達成 は容

易 に な る で あ ろ う。

仮 説 2 ： 不安症状 を持 っ 被験者の 場合 ， SCL フ ィ
ード

バ ッ ク情報は ， 不安 喚起 刺激 とな る で あ ろう。

仮説 3 ： 不 安制御の た め の ス ト ラ テ ィ ジ を提示 さ れ れ

ば ， SCL フ ィ
ー

ドバ ッ ク情報 は不安制御 の 源泉 とし て

働 くた め に ， 不安軽減 を促進 す る で あ ろ う。

方法

　被験者　DSM 　Iil−R の 不 安 障害 に 該 当す る 者 36名

（男 性 41 名，女性 13 名，平 均年 齢 29．6 歳 ） で あ り ， 非提示 群

お よび提 示群 に ， ラ ン ダム に 18名 ず つ 振 り分 けた 。 さ

ら に各群 を ， 通常 フ ィ
ードバ ッ ク群お よ び ノ ン フ ィ

ー

ドバ ッ ク群 に それ ぞ れ 9 名ず つ
， ラ ン ダ ム に振 り分け

た 。
っ ま り， 提示 の 有無 （提示．非提示 ）x フ ィ

ー
ドバ ッ

ク の有無 （通常 フ ィ
ードバ ッ ク．ノ ン フ ィ

ードバ ッ 列 の 4群

に
， それ ぞれ 9名ず つ を振 り分 けた 。

　不安の 指標　SCL お よ び主観的指標 を採用 した 。

　不安の 主観的指標　実験直後 に ，主観的不 安に っ い

て ， 「実験 前よ り不 安 が 軽減 し た 」， i実験前 と 不安 の 程

度は 同 じ」， お よ び 「実験前 よ り不安が増大 し た 」の 3

つ の 選 択肢 か ら選 ぶ よ う に 求 め ，そ れ ぞ れ の 選択肢 の

得点 を ＋ 1 ， 0 ，

− 1 と した 。

　実験装置　SCL の 検出お よ び フ ィ
ー ドバ ッ ク に は ，

レ オ 教 育 セ ン タ ー製 精 神検 流 計 （品 名 ド ク タ
ー

キ ャ ッ ツ

ポー）に よ っ た 。 SCL フ ィ
ードバ ッ ク情報は ， 10段階の

色光 お よ び音階 に 変換 さ れ ，表示 さ れ る よ う に な っ て

い る 。 電極は 左手第 2 指 お よ び 第 3 指 の 指掌部 に
， 日

本光電製電極糊に よ っ て付着 した 。

　 SCL の 測定結果 の 処理　 10秒 ご と の SCL の 測 定値

の 5分間の 平均 （SCLav）を求め ，
　 SCL の べ 一ス ラ イ ン
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値 （SCL 。）か ら，
　 SCL の平均下降率 似 下 生理 的不 安軽減

効 果 と呼ぶ ） を次式 より求めた 。

　生 理的不安軽減効果 ＝ （SCL 。

− SCL 。．）／SCL 。

　実験手続 き　群別 に ， 次の 手続 き で 実施し た 。

1． 提 示
一

通 常 フ ィ
ードバ ッ ク群 の 実験手続 き

手続 き 1 ：不 安制御 の た め の ス ト ラ テ ィ ジの 提示

　 1 セ ッ シ ョ ン 30分 と し，週 1 セ ッ シ ョ ン の ペ ース で

5 セ ッ シ ョ ン 実施 した。 1 セ ッ シ ョ ン の手続 き は 次の

通 りで あ る 。

　手続 き 1 − 1 ；ス トラ テ ィ ジ の 説 明

　　 不安制御 の ため の ス トラ テ ィ ジ と して ，腕や 足 の

重感 お よび温感 へ の 受動的注意集 中，腕 や足 に 対 す る

重感お よ び温感暗示 お よび呼吸 の 調整 法 を説明 し た 。

　 手続 き 1 − 2 ：不 安制御 に 有効な ス トラ テ ィ ジ の 探

索

　　手続き 1− 1 で 提 示 した ス トラ テ ィ ジ を 自由に 利

用 し て ， 気持ち を 安静 な状 態 に 制御 で き る よ うな種 々

の ス トラ テ ィ ジ の 組 み 台 わ せ の 工 夫 や選別をす る よ う

指示 し た 。

手続 き 2 ：SCL フ ィ
ー

ドバ ッ ク 情報 の 提示 下で の 不

安制御 実験

　手続 き 2 − 1 ：SCL フ ィ
ー

ドバ ッ ク 情報 と不 安 と

の関連 に つ い て の 教 示

　　SCL フ ィ
ー ドバ ッ ク情報 の 意味 内容 つ ま り信号

番号が 高 くな る程不 安が軽減す る と い う教示 を し た 。

　手続 き 2 − 2 ：不 安 制御実験

　　不 安を な る べ く軽減 す る よ う指 示 を与 え ， SCL
フ ィ

ー
ドバ ッ ク情報 を連続的に提示 し た 。 不安制御 の

方法 は被験者の判断 に任せ た 。 実験 時間 は 5 分問で あ

る 。

2 ． 提示
一

ノ ン フ ィ
ードバ ッ ク群 の 手続 き

手続 き 1 ：不安制御 の ため の ス トラ テ ィ ジ の 提示

　提示
一

通常 フ ィ
ー

ドバ ッ ク群の 手続 き と 同 じ で あ る。

手続 き 2 ：不安制御実験

　 SCL フ ィ
ードバ ッ ク情 報 に っ い て の 教 示 は い っ さ

い 行 わず ， 不安 をな る べ く軽減す る よ う指示 を与 えた。

SCL は測定だ け に と ど め ， そ の 情 報 は フ ィ
ードバ ッ ク

し な か っ た。不安制御 の 方法 は 被 験者の 判断に任せ た 。

実験時 間は ， 提示一一一通常 フ ／
一ドバ ッ ク群 と 同 じで 5

分間で あ る。

3、 非提示
一

通 常 フ ィ
ードバ ッ ク群の 実験手続き

　不安 制御の た め の ス トラ テ ィ ジの 提示 は行わず，す

ぐ に 不 安制 御実験 に 入 っ た 。 不安制御実験 の 内容は 提

示
一

通 常 フ ィ
ードバ ッ ク群 と同じ で ある。

4． 非提示 一
ノ ン フ ィ

ードバ ッ ク 群 の 手続 き

　不安制御の た めの ス トラ テ ィ ジ の提示 は行わず，す

ぐに 不安制御 実験 に 入 っ た 。 不安制御実験の 内容 は ，

提示
一ノ ン フ ィ

ー ドバ ッ ク群 と同 じで ある 。

　実験条件　実験は す べ て の 被験者 に対 して ， 個別 に

実施 した 。

結果

　 SCL の べ 一
ス ラ イ ン 値 に つ い て ， 群別の 平均お よび

標準偏 差 を TABLE　1に 示 し た。提示 の 有無 × フ ィ
ード

バ ッ ク の 有無 の 2 要因分散分析の結果 ， 主効果 お よ び

交互作用 とも有意差 は な く ， 各群 は ， あ る程 度等質 と

考 えられ る 。

　主観的不安軽減効 果 お よび生理的不安軽減効果 の 実

験結果 を ，
TABLE 　2 お よ び TABLE 　3 に 示 し た 。 主観的

不安軽減効果 に 関 し て
， 提 示 の 有無 × フ ィ

ードバ ッ ク

の有無 の 2 要因分散分析の結果，ス トラ テ ィ ジ 提示 の

有無 の 主効果 が 有意 で あ り （F ＝34．04，df＝1，　pく0．01），

フ ィ
ー

ドバ ッ ク有無 の 主効果 は有意で な い が 傾 向差が

み られ た （F ＝306 ，df＝1，pく0．1）。交互作用 は 有意 で な か っ

た 。
つ ま り，ス トラ テ ィ ジ提示群 は非提示群 よ りも，

有意 に 主観 的不安軽減効果が 高 く， ノ ン フ ィ
ードバ ッ

TABLE 　1　 SCL ペ ー
ス ラ イ ン 値の群別比較

通常フィ
ー

ドバ
ッ ク群 ノン フ ィ

ードバ ッ ク群

ス トラテ ィジ

提示群

平均傾

漂準偏差

3．60μSl

．71

3．37μS2

．94

ス トラテ ィ ジ

非提示群

平均篋

標準偏差

2．83μS2

．幽

2．46μS2

．93

TABLE 　2　 主観的不安軽減効果 の 群別比較

通常ブ イ
ー

ドパ ツ ク群 ノン フ｛
一

ドバ ツ ク群

主観的効果 生理的効果 主観的効果 生理的効果

ス トラティジ

提示群

平均値

揉準偏差

o，670

．67

o．160

．翌7o

．780

，420

、190

．29

ス トラティ ジ

非提示群

平均値

標準偏差

0，67D

．47

一
〇．i3D

．14

一
〇．11057Ol60

．13

TABLE 　3　 SCL べ 一
ス ラ イ ン 値の群別比較

偽 ブ イ
ー

ドバ ツ ク群

ス トラ テ ィ ジ

提示 群

平均値

標 準偏 差

2．71μS3

．02

ス トラ テ ィ ジ

非提 示 群

平均値

標 準偏 差

328 μS3

，78
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ク群 は通 常 フ ィ
ー

ドバ ッ ク群 よ りも主観的不安軽減効

果が高 い 傾向が あ っ た 。

　生理的 不安軽減効 果 に 関す る分散分析の 結果 ， ス ト

ラ テ ィ ジ提示 の 有無お よび フ ィ
ー

ドバ ッ ク の有無 の 主

効 果が と も に 有意 で あ り （F 二 5．57．　p〈0．05 ；F ＝ 6．01，　df ； 1，

p〈o．05）， 交互 作用 は 有意 で な い が 傾 向差 が み られ た

（F ＝3．76，df＝エ，　pく0．1）。 そ こ で ， 群間の 比較 を行 っ た結

果 ， フ ィ
ー ドバ ッ ク群 に お い て は ， 提示群 と非提示 群

間に有意差が あ り （F ＝9．24，　p〈O．OD
，

ノ ン フ ィ
ー

ドバ ッ

ク群 に お い て は
， 両群間 に 有意差 は な か っ た 。 ま た ，

ス ト ラ テ ィ ジ非提示群に お い て ， 通常 フ K 一
ドバ ッ ク

群 と ノ ン フ ィ
ードバ ッ ク群問に有意差が あ り （F ＝9．63，

p〈e．Ol），
ス トラ テ ィ ジ 提示群 に お い て は，両群間 に 有意

差は な か っ た 。つ ま り， ス トラ テ ィ ジ提 示群 は非提示

群よ りも有意 に SCL が減少 した が ，そ れ は 主と し て通

常 フ ィ
ード バ ッ ク 群 に 限 っ て の 現 象 で あ り，ノ ン

フ ィ
ー ドバ ッ ク 群 は フ ィ

ードバ ッ ク 群 よ り も有意 に

SCL が減少 したが ， それ は主 と し て，ス トラ テ ィ ジ非

提 示群 に 限 っ て の 現 象で あ っ た 。

考察

　 主観的不安お よび SCL の い ず れ の 結 果 も，ス トラ

テ ィ ジ提示群 が 非提 示群 よ り有意 に 不安が 軽減 し ， し

たが っ て ， 仮 im　1 を支持す る結果 と な っ た 。 ま た ， ノ

ン フ ィ
ードバ ッ ク群 は フ ィ

ードバ ッ ク 群 よ りも不 安軽

減効果 の 平 均 が 高 く，主観的不安 は傾向差 ， SCL で は

有意差 があ っ た 。つ ま り，仮説 2 を ほ ぼ支持す る結果

と な っ た 。 し か し ，
ス ト ラ テ ィ ジ 提示 群 に お い て

，

フ ィ
ー

ドバ ッ ク群 は ノ ン フ ィ
ー ドバ ッ ク群 よ りも ， 主

観的不 安お よ び SCL の 不 安軽減効果 の 平均 が
，
と も に

低 く， 仮説 3 は 支持さ れ な か っ た 。

　 仮 説 ユに 関 す る 結果 は，不安制御 の ス ト ラ テ ィ ジ を

獲得 す れ ば ， 不安軽減の 方向に 自分を制御で きる よう

に な る と い う当然 の 結果 を表わ し て い る と考え ら れ る 。

仮説 2 に関す る結果は ， 不安障害 に 該 当す る被験 者 に

不 安の指標 を フ ィ
ードバ ッ ク す れ ば ， 不安 を喚 起す る

こ と を示 し て お り，単 に 不安の 度合 い を フ ィ
ードバ ッ

ク す る こ とは ， 不安軽 減 に 結 び つ か な い こ と を示唆し

て い る。仮説 3 が 支持 さ れ な か っ た こ と に関 して は ，

実 験 1 で 行 っ た 程 度 の ス トラ テ ィ ジ の 提 示 で は ，

フ ィ
ードバ ッ ク情報を不安制御 の 源泉 と し て 活 用 で き

る ま で に は 至 ら な い こ と を表わ し て い る と考 え られ る。

提示 す るス トラテ ィ ジ の レ パ ー
トリ

ー
を広げる とか ，

ス ト ラ テ ィ ジ の取捨選択 や組み 合 わ せ の 工 夫 の た め の

時間 を長 くす るな ど，あ る い は ， 実験者が も っ と具体

的な指示や教 示 を行 うな ど，ス トラ テ ィ ジ提示 の 方法

を変更し て
，

フ ィ
ードバ ッ ク 情報 の 役割 を解明 す る こ

とが 今後の 課題 と し て残 さ れ た 。

　実験 1 で は ， SCL フ ／
一ドバ ッ ク情報が不安喚起刺

激 と して働 くこ とが 示 さ れ た が ， フ ィ
ードバ ッ ク情報

の ど の よ うな側面が不 安 を喚起 した の か は ，明 ら か に

さ れ て い な い
。 実験 2 で は ，

フ ィ
ー ドバ ッ ク の 様式 を

変 えて ， こ の 点を検討 す る。

実験 2

　実験 1 で は ， 不安 障害 の 被験 者 の 場 合 に は，SCL

フ ィ
ードバ ッ ク情報が 不安喚起 刺激 に な る こ とが 示 さ

れた が
，

こ の 情報 の ど の 側面が 不安 を喚起す る の で あ

ろ うか 。 被験者は ， SCL フ ィ
ードバ ッ ク情 報 が 不安 に

関す る情報で あ る こ と をあら か じ め 知 っ て い る 。
っ ま

り ， 不安の 情報で あ る と い う認知 自体 が 不安喚起 を す

る の で あ ろ う か 。 そ れ と も ， SCL が 自分 の 意 図通 りに

低下 し な い あ る い は意図 に 反 し て 上昇す る と い う認知

が 不安 を喚起す る の で あ ろ う か。実 験 2 で は，偽 の

SCL 情報 を フ ィ
ードバ ッ ク す る こ と に よ っ て ， そ の 不

安制御 に及ぼ す効果を通常の フ ィ
ードバ ッ ク お よ び ノ

ン フ ィ
ー ドバ ッ ク の場合 と比較す る こ と に よ り， SCL

フ ィ
ー ドバ ッ ク 情報 の ど の 側 面 が 不安 を喚起 す る の か

を検討す る こ とを目的 とす る。SCL に 関 す る偽情報 を

フ ィ
ードバ ッ ク する場 合， 被験 者 は不安 に 関す る情 報

で あ る とい う認知 はあ っ て も，必 ずしも不安を効果的

に 制御で きな い とい う情報内容で はな い た め に ，通 常

の フ ィ
ードバ ッ ク 情 報 よ り は 不安喚起 の 程度は 弱 い こ

とが予想 さ れ る 。 以上 の こ とか ら，次の 仮説 を立 て た 。

仮説 4 ： 不安症 状を持 つ 被 験者 の 場 合，SCL 偽 フ ィ
ー

ドバ ッ ク 情報 の 不安喚起力 は ， SCL フ ィ
ードバ ッ ク情

報 よ りも弱 い で あ ろ う。

　 また，実験 1 で は ， ス トラ テ ィ ジ の 提示 をし て も，

フ ィ
ー

ドバ ッ ク情報は不 安制御 の 源泉 と し て 活用 す る

ま で に は 至 ら な か っ た と 思 わ れ る。し か も偽情報 で あ

れば実験 1 と同様の ス トラ テ ィ ジの 提示 を し て も， そ

れ を不安制御 の 源泉 として 活用 で き る と は考え ら れ な

い
。 し た が っ て ，

ス ト ラ テ ィ ジ提示後の 偽 フ ィ
ー ドバ ッ

ク情 報 は ，不安喚起力 は弱 い と い う面 と，不安制御の

源泉 と は な b に く い と い う両 面 が あ っ て ，通 常 の

フ ィ
ードバ ッ ク情報 との 不安制御に 及 ぼす効果 の 比較

に つ い て の 予想 が で きな い 。 し た が っ て ，こ の 点は実

験結果か ら検討す る こ とに した。

方法

　彼験者　D9．　M 　II1−R の 不安 障害 に 該 当 す る 者18名

（男 性 15 各 女 性 3名，平 均年 齢 28．6 歳）で あ り ，
ス トラテ ィ
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ジ非提示群 お よびス トラテ ィ ジ提示群 に ラ ン ダム に 9

名ず つ 振 り分 け た 。

　不安の指標　実験 1 と同じ。

　不安 の 主観的指標　実験 1 と 同 じ。

　実験装置　実験 1 と同じ 。

　 SCL の 測定結 果 の 処理　実験 1 と同 じ。

　実験手続 き　群別 に ， 次 の 手続 きで 実施 した 。

1．提示群 の 実験 手続 き

手続 き 1 ：不安制御 の た め の ス トラ テ ィ ジ の 提示

　実験 1の 提示
一．

通 常 フ ィ
ー

ドバ ッ ク群 と同じ

手続 き 2 ：偽 の SCL フ ィ
ードバ ッ ク 情報 の 提 示 下で

の 不 安制御実験

　不安をな るべ く軽減 す る よう指示 を与え，偽 の SCL

フ ィ
ードバ ッ ク情報 （後述 ）を連続的 に 提示 した 。 不安

制御の 方法は被験者の 判 断 に任せた 。 実験時間は 5 分

間 で あ る。

2．　非提示群の 実験 手続 き

　不安制御 の た め の ス トラ テ ィ ジ の 提示 は行 わず ， す

ぐに 不安制御実験に 入 っ た。不安制 御実験 の 内容は提

示群 と同じ で あ る。

　偽 フ ィ
ー ドバ ッ ク情報 の 提示 方 法 SCL フ ィ

ード

バ ッ ク情報は直接被験者 に 提示 せ ず に ， フ ィ
ー ドバ ッ

ク情報 の 信号番号 が 1段 階 i二昇 し た時 に ，「不 安 が 1 段

階 ．ヒが っ た」（実 際 に は不安 は軽減 した と考 え られ る）， 1段

階下降 した 時 に ，f不安が 1段 階
一
ドが っ た 」 （実際 に は 不

安 は 強 く な っ た と考 え られ る） と ロ 頭 で 教 示 した。

　実験条件　実験は す べ て の 被験 者 に 対 して ， 個別 に

実施 し た 。

結果

　主観的不安軽減効果 お よび生理 的 不 安軽 減効果 の 実

験結果 を， TABLE　4 に 示 し た 。

　生理 的不安軽減効果 に つ い て は ，ス トラ テ ィ ジ提示

が 非提示 群 よ D平均 得点が 高 く，
t 検定の結果有意差

があ っ た ｛t＝4． 9．，df二15，pく0．01）。
一

方，主観 的不安軽減

に 関 し て は ， 逆 に ，ス トラ テ ィ ジ非提示群が提示群 よ

りも平均得点が高 く，
t検定の結果有意差が あ っ た

7ABLE 　4　 不安軽滅効果 の 群別比較

偽 フ ィ
ードバ ッ ク群

主観 的効果 生 理的効 果

ス トラ テ ィ ジ

提 示 群

平 均値

標 準偏差

0．330

．67

o．ユ6D

．18

ス トラ テ ィ ジ

非堤 示 群

’
ド均値

標 準 偏 差

o．440

．5D

一
〇．130

．08

　（t； 2．64，df＝ユ6，　pくO、05）a

　 次 に ， 実験 2 の 被験者を偽 フ ィ
ー

ドバ ッ ク群 と し，

実験 1の 被験者 を含め て ，ス トラ テ ィ ジ提示 侑 ，鰡 ×

フ ィ
ー

ドバ ッ ク様式樋 常 フ ィ
ー

ドバ ッ ク，ノ ン フ ィ
ードバ ッ

ク，偽 フ ィ
ー

ドバ ッ ク ） の 2x3 の 分散分析 を行 っ た 。

　 主観的不安軽減効 果 に つ い て は ， ス トラテ ィ ジ提示

有 無 の 主 効 果 が有意 で あ り （F ；9．01，df＝ ／
J
　pくO．OD ，

フ ィ
ー ドバ ッ ク 様 式 の 主効果 は有意で な い が ，交互作

用 が有意 で あ っ た （F ＝16．05，df＝2，　p〈0．01＞。群別に み る

と， 通常 フ ィ
ードバ ッ ク群， ノ ン フ ィ

ードバ ッ ク 群 お

よ び偽 フ a 一
ドバ ッ ク群の い ずれ に お い て も， ス ト ラ

テ ィ ジ の 要因が 有意で あり 〔F ＝23．04、df＝1，　pく0．e］　 ；F ＝．

10．24、　pくO、Ol ；F＝7．84，　df＝1，pくO．Ol）， ス トラ テ ィ ジ提示群

お よび非提 示群の い ずれ に お い て も， フ ィ
ードバ ッ ク

の 要因が 有意 で あ っ た CF　・8．00，　pく0．Ol ；F ＝ 9．7L　df＝2，　p
くO．OD 。 多重比較 の結果 ， ス トラ テ ィ ジ 非提示群 に お い

て は ， 偽 フ ィ
ードバ ッ ク群が 通常 フ ィ

ー ドバ ッ ク 群 よ

り有意に 不安軽減効 果 の 得点が 高か っ た。ス トラ テ ィ

ジ提示群 に お い て は，通常 フ ィ
ー

ドバ ッ ク群お よ び ノ

ン フ ィ
ー ドバ ッ ク 群 が 偽 フ ィ

ー ドバ
ッ ク 群 よ りも有意

に ， 不安軽減の 得点 が高か っ た。

　 生理的不安 軽減効果 に つ い て は ，
ス ト ラ テ ィ ジ 提示

有無の 主効果 お よび フ ィ
ードバ ッ ク様式の 主効果 とも

に 有意 で あ り （F ＝5．17，df ＝ 1，　p〈0．05 ； F ＝3．95，　df＝2，　pく

0．05）
， 交互作用 は有意 で はな い が傾向差が あ っ た （F ；

2．93，df−・2，　pくQ．1｝。群別 に み る と ， 通常 フ ィ
ー

ドバ ッ ク

群 お よ び偽 フ ィ
ードバ ッ ク 群 に お い て

，
ス トラ テ ィ ジ

の 要因が 有意で あ り（F ＝IS．ZZ，df
−・1．p 〈O、01 ；F − 1 ．67，df＝

1，p〈O．OD ，ス トラ テ ィ ジ 非提 示群 に お い て は
，

フ ィ
ード

バ ッ ク の要因が 有意で あ り， 提 示群に お い て は有意で

な か っ た 。ス トラ テ ィ ジ非提示群に お ける多重比較 の

結 果 ，
ノ ン フ ィ

ードパ ッ ク群が ，通常 フ ィ
ー ドバ ッ ク

群お よ び偽フ ィ
ードバ ッ ク群 よ りも， 有意に 生理 的不

安軽減効果 の 得点 が 高 か っ た 。

考察

　生理 的不安軽減効果 に つ い て は ， ス ト ラ テ ィ ジ提示

群が 非提示群 よ りも平均得点が 高 く ， 実験 1 と同様 ，

不安症状 を持 つ 被験者の場合，ス トラ テ ィ ジ提示が 不

安軽減 に有効な こ と を示 して い る と思わ れ る が，主 観

的不安軽減 に 関 して は ， 逆に ， ス トラ テ ィ ジ 非提示群

の 方が不安軽減の 得点が 高 い と い う結 果 と な っ た 。 偽

フ ィ
ードバ ッ ク情報 を提示 さ れ な が ら不安制御を遂 行

す る場 合 に は ， 通常の フ ィ
ー ドバ ッ ク情 報 を提 示 す る

場 合 と異 な っ た 心理機制 が 存在 す る こ とが 示 唆さ れ る。

本実験 で は，SCL の偽 フ ィ
ードバ ッ ク情報 は，　SCL の
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増加 つ ま り 不安増大 に 対 し て 不安軽減 の ，不安軽減 に

対 し て不安増大の 内容に な っ て い る 。 生理 的不安軽減

効果 の 得点の 高 い ほ ど，フ ィ
ードバ ッ ク情報の 内容 は，

不安増大 を強調す る も の と な る 。 ス トラ テ ィ ジ提示 群

の 不安軽減が ，非提示群 よ りも有意 に 小 さか っ た の は，

非提示群 よ り も SCL が低下 し た た め に ， 逆に ， 非提示

群 よ りも不安増大 強調 の 内容 の フ ィ
ー

ドバ ッ ク情報 を

受 けた こ と が ，
ス ト ラ テ ィ ジ提示群 の 主観的不安の 自

己評定 に影響し た もの と考 えられ る 。

　 フ ィ
ードバ ッ ク 様式 を考慮 した分散分析の 結果 か ら

さ ら に考察を進め た い 。 生 理 的不 安軽減効果 の結果 は ，

偽 フ ィ
ー

ドバ ッ ク群 に お い て ，ス トラ テ ィ ジ 提示群 が

非提示群 よ りも有意に得点が高 く，
ス トラ テ ィ ジ提示

の 生理 的不安軽減 に対す る有効性 が，偽 フ ィ
ードバ ッ

ク群 に お い て も成 り立 っ と考え られ る 。 また ，
ス トラ

テ ィ ジ 非提 示 群 に お い て ， 偽 フ ィ
ー ドバ ッ ク 群 は

フ ィ
ードバ ッ ク 群 と と もに ，ノ ン フ ィ

ードバ ッ ク群 よ

りも有意 に得点が 低 く， 不安症状 を持 つ 被験者に対 し

て は，偽 フ ／
一 ドバ ッ ク情報も， フ ィ

ードバ ッ ク情報

と同様 に ， あ る程度の 生理 的不安喚起刺激 と し て の側

面の あ る こ とが 示 唆さ れ る。ス トラ テ ィ ジ提示 群 に お

い て
，

フ ィ
ー ドバ ッ ク の 要因 は 有意 で な く ， 不安症 状

を持 っ 被験者 で も ， ス ト ラ テ ィ ジ の 提 示 が あ れ ば ，

フ ィ
ー ドバ ッ ク情報 の 生 理 的不安喚起 の 程度は減少す

る こ とが示 さ れた 。 主観的 不安軽減 に つ い て は ， フ 1 一

ドバ ッ ク様式 の 要因を考慮した 分散分析 の 結果か らも，

偽 フ ィ
ー ドバ ッ ク 群 に お い て

，
ス ト ラ テ ィ ジ非提 示群

が提示群 よ りも有意に 高い 得点 を示 し ， ス ト ラ テ ィ ジ

提 示 群 に お い て は，偽 フ ィ
ードバ ッ ク 群 が 他 の 2 群 よ

り主観 的不安軽減 の 得 点が有意 に 低 く， 非提 示群 で は ，

逆 に 他の 2 群よ り も有意 に高 い 得点を示 した 。
つ ま り，

SCL 偽 フ ィ
ー

ドバ ッ ク情報 は，ス トラ テ ィ ジ非提示群

に お い て は ， 主観的不安 喚起刺激 と は な らず ， 逆 に 主

観的不安軽減を促進す る機能を持 つ が ， ス ト ラ テ ィ ジ

提 示群 に お い て は，主観 的不安 を喚起 す る機 能 を持 つ

こ と が示 さ れ た 。
つ ま り， SCL 偽 フ ィ

ー ドバ ッ ク情報

は ， 不安増大 の 内容で あれ ば主観的不安喚起 を，不安

軽 減 の 内容 で あれ ば ， 主観的不安 軽減 を引 き起 こ す機

能 を持 つ こ と が 示 さ れ た 。

　偽 フ ィ
ードバ ッ ク情報 は，生理 的不安 に 関 して は ，

ス ト ラ テ ィ ジの 提示群 お よび非提 示群 と も に
，

フ ィ
ー

ドバ ッ ク群 と の 有意差が得 ら れ ず ， ま た ， 主観的不 安

に 関 し て は ，ス トラ テ ィ ジ の 非提示群 で は ，フ ィ
ード

バ ッ ク群よ りも不安 が有意 に軽減 したが ， 提示群で は

全 く逆の結果 と な り，仮説 4 を検証す る こ と は で き な

か っ た 。

　 SCL 偽 フ ィ
ードバ ッ ク情報 は ， 不安 に関す る情報で

あ る と い う認知 を媒介 に ，不安喚起刺激 と し て機能す

る側面 と ， フ ィ
ー ドバ ッ ク に含 まれ る不安 に関す る情

報 内容を受 け入れ る こ と に よる不安喚起あ る い は 不 安

軽減を引き起 こ す と い う側面 と が考 え られ ， 本研究の

範囲 で は ，それ らの 両機能 を分離 して検討す る こ と が

で き な か っ た 。 偽 フ ィ
ー ドバ ッ ク の方式 を変化さ せ る

な ど し て ， さ ら に 偽 フ ィ
ー

ドバ ッ ク の機制 を解明す る

こ と が今後の 課題 と し て 残 さ れ た

　な お ， 不 安障害に該当す る被験者に対 し て ， 偽フ ィ
ー

k’バ ッ ク 情報 を提示す る と い う手 続 きは，心理治療 の

中で は ご く
一

部 に 限定 す べ き で あ り，
こ の よ うな

フ ィ
ー ドバ ッ ク療法を メ イ ン に行 うの は原則 と し て 望

まし くな い と考 える 。 本研 究 で は ， 5分 聞 に 限定 して

実施 し た が ， こ の よ う な 実験手続 き は ， 慎重 に扱 うべ

きで あ ろ う。

総合的考察

　SCL が 不安の 指標 と して 有効 な こ と は先行研究 に

よ っ て 示 さ れ て い る が ，本研究で は，不安症状 を持 っ

被験者 に
，

SCL フ ィ
ー

ドバ ッ ク情報 を提示 し な が ら
，

SCL 減少課題 っ ま り不安 軽減課題 を負荷 した時 の ，

フ ィ
ードバ ッ ク情報の 不 安軽減 に 及ぼ す機制 の 解明を

目的 とした 。

　実験 1で ， フ ィ
ー ドバ ッ ク情報 は不安症状 を持 っ 被

験者 に と っ て 不安 喚起刺 激 と な る が
， 不安軽減 の た め

の ス トラ テ ィ ジ を提示 さ れ れ ば ， その 不安喚起 力は弱

ま る こ と が 示 さ れ た 。 し か し ， ス ト ラ テ ィ ジ を提示 さ

れ る こ と に よ っ て ， SCL フ ィ
ー

ドバ ッ ク情報 を不 安制

御の 源泉 と し て 活用で き る か どう か は ， 確 認で きな

か っ た 。

　実験 2 で ， 偽 フ ィ
ードバ ッ ク情報の 提示 下で の 不安

制御実験を行 い
， フ ィ

ードバ ッ ク情報が ， 不 安に 関す

る情報 で ある と い う認知 を媒 介 に ， 不安 喚起 刺激 と し

て機能す る側面 と ， フ ィ
ードバ ッ ク に含 ま れ る不安 に

関す る情報 内容を受 け入 れる こ と に よ る不安喚起 ある

い は不 安軽 減 を引き起 こ す とい う側面 の あ る こ とが示

唆 さ れ た 。

　本研 究 で の ス トラ テ ィ ジ の 提示 の 範 囲 で は， フ ィ
ー

ドバ ッ ク情報 を不安制御 の 源 泉 と し て 活 用 で き る まで

に は 到 ら な か っ た 。 提示 す る ス トラ テ ィ ジの レ パ ー ト

リ
ー

を広げる と か ，ス トラ テ ィ ジ の 取捨選択や組 み 合

わ せ の 工 夫 の た め の 時聞を長 くす る な ど ， あ る い は t

実験者が も っ と具体的な指示 や 教示 を行 うな ど，ス ト
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ラ テ ィ ジ提示 の 方法 を変更 す る こ と で ， SCL フ ィ
ー ド

バ ッ ク情報が ， 不安制 御の 源泉 と して 活用可能 に なる

の かど うか，もし可能 に なる として ， そ の 場 合の フ ィ
ー

ドバ ッ ク情報活 用 の 機制 の 解明 な どが ，今後 の 課題 と

して 残 された 。

　 ま た ， 本研究で は ， 偽 フ ィ
ードバ ッ ク情報 の 提示 は，

実際 の SCL の 変化 の 方 向と逆 の 内容 を 口 頭で 知 らせ

る と い う方法を採 っ た が ， SCL の 変化方向 と無関係 な

内容や，同 じ変化 方向 で そ れを強調 す る方法 ， 口 頭 で

な く色光 や音階に よ る フ a 一ドバ ッ ク方式な ど，他に

種々 の 様式が考え ら れ る 。 偽 フ ィ
ードバ ッ ク情 報 の 提

示様式 と そ の 心理的効 果 に 及 ぼす役割 の 解明 は ， 今後

の 研究課題 で あ る 。

　本研究は ， あ くま で 不安障害 に 該 当す る被験 者 に 関

す る も の で あ り ， 健 常者 や 他の 心 理 的症状を 持 つ 被験

者 との 比較検討は ， 今後の 課題で あ る 。 ま た ， 本研究

で は，不安 の 主観的 尺度は 3段階 と粗 い 尺度 に な っ て

い る 。 回答す る の に数分以上 を要す る よ うな標準化さ

れ た 心理 テ ス トを利用す る と，回答過程 に お ける不安

状 態 の 変化 を も考慮 す る 必要 が 出 て く る が ， 主観的不

安の も っ と感度の 高 い 測定は，今後の 課題 と し て残さ

れ た 。さ ら に ， フ ィ
ードバ ッ ク 提示群 の 主観 的不安 の

評定が
，

フ ィ
ー ドバ ッ ク情報 と どの 程度独立 に な さ れ

た の か は，本研究に お い て は明確に さ れ て い な い 。こ

れ も今後 の 解明 すべ き課題 と考え る
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